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・ 脈管奇形とは？

・ 脈管奇形の一般的な治療

講演内容

・ 脈管奇形と難病



脈管奇形（血管奇形／リンパ管奇形）とは ?

聞きなれない言葉だと思います

では、血管腫／リンパ管腫

だといかがでしょうか



従来「血管腫」、「リンパ管腫」と言われていた

ものの多くは純粋な意味での「腫瘍」ではない

vascular tumorとvascular malformationを明確
に区別する

国際血管腫・血管奇形学会（ISSVA）

脈管奇形（血管奇形／リンパ管奇形）とは ?



 滑膜⾎管腫

 静脈奇形

 ポートワイン斑
 リンパ管腫
 海綿状⾎管腫
 静脈性⾎管腫
 筋⾁内⾎管腫

 ⽑細⾎管奇形

 リンパ管奇形

従来の分類 ISSVA分類

 いちご状⾎管腫  乳児⾎管腫
 単純性⾎管腫
 ⽑細⾎管拡張症

基本的には全て良性疾患です



・ レーザー

・ 硬化療法

・ 手術

を病態に応じて選択する（一部保険適応外）

※特殊なものとして、内服治療、塞栓治療あり

脈管奇形の一般的な治療



脈管奇形は基本的に全て良性疾患です

しかし、中には非常に重い症状のもの、生

命を脅かすものもあります

脈管奇形と難病
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脈管奇形と難病

スタージ・ウェーバー症候群

リンパ管腫症/ゴーハム病

巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）

巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変）

巨大動静脈奇形（頚部顔面または四肢病変）

クリッペル・トレノネ―・ウェーバー症候群



基本的には一般的な脈管奇形と同様に、

レーザー、硬化療法、手術を組み合わせて

治療を試みている

脈管奇形と難病

多科合同での連携治療を要するものがある

一方で、手がつけられないものもある



形成外科の役割

形成外科特有の知識と技術で、患者さんの生

活の質を向上させる

命にかかわらないし、無くてもよいのではという

意見もあります



無くても何とかなりますが、あると患者の

生活の質向上を図ることができます

医療全体のレベルアップにもつなげること

ができると考えています

形成外科の役割



山形大学医学部附属病院形成外科

・常勤医師8名

・外来 週3回午前
（火、水、木）


